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商品グループ1    
11+mB  
 ： 
21 mmB +  
 商品グループ2   
 ：          O   
111 +++ −pmmB L  
 ： 
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表２  商品グループ内における分類Aの nAA L1 から分類Bの iB に向けた変換の配分構造 
 
分類A 
分類B 1A  2A      … jA   … nA  Total 
1B  
2B  







 jjx 1ω  
jjx 2ω  
： 
 nnx 1ω  





iB  11 ix ω  22 ix ω   ijjx ω   innx ω  iy  
    ： 
mB  
： 
11 mx ω  
： 
22 mx ω  
 ： 
mjjx ω  
 ： 
mnnx ω  
： 
my  

























  1.1  対応関係のすべてが存在する場合 
 
商品グループ内の分類 A の n 個ある要素
nAA L1 のそれぞれに統計値 nxx L1 が対応し
ているとする。 jx は k個の標本から構成される
ベクトルで表わされ、 nj L1= に対して
)'( 1 jkjj xxx L= である。同一商品グループ内 
61 







































  33ω  
43ω  
53ω  
       
51324 ( 6)    1       
51321 ( 7)     1      
51322 ( 8)      1     
51323 ( 9)       1    
51325 (10)        1   
51326 (11)         1  
51327 (12)          1 
（出所）著者作成 
（注）分類AはSITC-R2、分類BはSITC-R1をそれぞれ表わす。 ijω は分類コード商品グループ内におけるAj




の分類 B の m 個ある要素 mBB L1 のそれぞれ
に対する統計値を myy L1 とする。 iy も同じよ
うに k 個の標本から構成されるベクトルで表わ
され、 mi L1= に対して )'( 1 ikii yyy L= である。
商品グループ内において分類 A の統計値 jx の
合計である •x が変換後の分類 B へそのまま維
持されるわけなのでその統計値 iy の合計であ
る •y に一致する。 
この関係を保証するため jx を直接使用せず
に構成比を利用して、 •= xxx jj /* とおき、改
めて *ix を ix とする。同じように jy について








ijω は分類コード Ajから Biへの方向に対する配
分ウエイトとする。表2に商品グループ内にお




mi L1= に対して iy は、 
iinnii uxxy +++= ωω L11  
と表すことができる。表2において影で示され
ている部分である。ここで、配分ウエイトは






























































































クトルを ml とする。Wはウエイトの条件から、 














































































































(1-2)            UWXY +=  
と表すことができる。 
 




ある。表 3 に分類 A を SITC-R2、分類 B を
SITC-R1 としたときの分類コードの対応関係が









(1-3)             '' ngm lWl =  
が満たされ、この配分ウエイト行列に対して、 






列 gW を推計することになる。 
分類Aから分類Bの方向に対する配分ウエイ




)( 1 ng xxDW L  



















(1-5)   )()( 1
1











































1、存在しないとき 0 となる関数を )( gWa とす
る。存在する対応関係のみから表された配分ウ
エイト行列は配分ウエイトとして均等配分を仮




(2-1)     1))('()()( −⋅= gmg WalDWaeW  
として得られる。 
詳細分類コードから構成される nm× の配分
ウエイト行列の )( gWa において分類Aと分類B















Wa g  
ここで、分割された 11Q は m1×n1行列、 12Q は
















O はすべての要素が 0 である行列、 mI は m 次
元の単位行列である。同じようにして、分類 B













AgBg CWaCWa )(')(* =  
で表される。統合された均等配分による配分ウ
エイト行列を )(* eW とすれば、 
(2-2)  11 ))(*'()(*)(* 11
−
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   0 














（注）分類A は SITC-R2、分類 B は SITC-R1 をそれぞれ表わす。ωijは分類コード商品グループ内におけるAj





たのが（2）表であり、 gW は 2×2 となる。上
位桁レベル分類コードにおいて詳細分類コード
の情報を考慮したときには分類Aの334から分






















リクス』における第 2 部の表 2「世界貿易マト
分類A 















Total  1  1 2  5 1  1 
分類A 
























   











ループ内の総取引額を •• = yx とする。表 2 に
示されているように分類コード jA から分類コ
ード iB への対応関係における配分額は ijjx ω 、
jA の総額は jx 、 iB の総額は iy である。この表
において、分類 A と B が独立であるとすれば、
配分額は、 
)/)(/( •••= xxxyxx jiijjω  
となる。配分ウエイトは •= xyiij /ω となるので
j とは無関係に i のみに依存することになる。
















































となる。 kn Xll ' はスカラーなので、この値で両


































存在するため、 )( gWa を利用して対応関係のな
いところを調整する。 
)()( 12 gm WaDW ωω L=  
とおき、ウエイトの条件を満たすように作り直
す。同一パターンを持つ配分ウエイト行列を
)( pW とすれば、 
(2-3)         122 )'()(









1=k , )'11( L=y  
と置いても得られる。 
 


















































































'2/)''( WXXWWWXXtr =∂∂  
となる（注２）。 0/ =∂∂ Ws となる解を求めるので、 
(2-5)            0'' =−WXXYX  
から、 




)(23 gWaWW •=  
とおく。ここで、演算子•は行列の対応する要
素ごと積を表わす。行列Aの要素を ija 、Bの要













(2-7)         133 )'()(
−⋅= WlDWlW n  
として得られる 
 





式における U の最小 2 乗法を利用して W の推
定量を求める方法である。最小2乗法は全変動
を基礎とする。すなわち、この方法は、 





0''' =++ λmlWXXYX  
である（注３）。（2-8）式に対するベクトルλ の偏
微分の結果から、 
0'' =− nm lWl  
が得られる。これはウエイト条件である（1-1）
式そのものである。 'XX が正則でなければ逆行
列が存在するので、 1)'( −XX を（2-8）式の右か
ら乗ずることにより得られる解をW~ とする。
（2-6）式を利用すれば、 


















1)'('ˆ'~' −+= XXmWlWl mm λ  
となり、左辺は（1-1）式から 'nl となるので、
1)'(' −XXλ についてまとめると、 
)ˆ''()'(' 11 WllmXX mn −= −−λ  
となる。さらに、 























)(23 gWaWW •=  
とおき、ウエイト条件を満たすように作り直せ
ば、制約条件付きの配分ウエイト行列 )(rlW は、 
(2-11)         133 )'()(
−⋅= WlDWrlW n  
として得られる。 
 






'''' UWXY += とする。この式の各要素をまとめ

















































となる。さらに、ベクトル yを )''(' 1 nyyy L= 、



































































ベクトル u を )''(' 1 nuuu L= とする。これをま
とめると、 
(2-12)          uXy += ω*  
となる。 In を m 個横に並べた行列を、
)( nn IIC L= とする。ベクトルωはウエイトを
表わしているので、 









素が 0 であるものを取り除き、0 でない要素の
みからなるベクトルをつくる。 iω の0である要
素を ijω とするとき、m 次元の単位行列から j






i L1, == ωω として得ること

























'** DXX D = とする。また、同じようにして C
についても調整済み行列は、 'CDC D = とする。
なお、 DC に関してはすべてが 0 である要素か
らなる行は削除する。 
対応関係調整済みの Dω 、 DX * と DC に対し
て、（2-12）式に相当するのが、 
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(2-12’)         DDD uXy += ω*  
であり、（2-13）式に相当するのが、 
(2-13’)         m




DD uu )'( を最小にする Dω の値 Dω~ を求めると
いう方法を採用する。ベクトルをλとおいて、
スカラ sーを次のようにする。 
(2-14)     )(')'( m
DDDD lCuus −+= ωλ  
この式に（2-12’）式を代入した後、 Dω に関し
て偏微分して0とおく。 
λωω )'()()'(2/ ** DDDDD CXyXs +−−=∂∂  
この式より、 DD XX ** )'( 行列が正則行列であれ
ば Dω~ が得られ、 




(2-16)    yXXX DDDD )'(])'[(ˆ *1** −=ω  
である。さらに、 0/ =∂∂ λs を満足する Dω~ は、 





















































推計―SITC-R1 系列の 3 桁レベル分類コード作
成に向けて―」を参照すること。 
 
  2.6  比例反復法 
 




行列 )0(G を基礎として、行列 G の周辺和が
)'( 1 mn yyyGl L== 、 )(' 1 nm xxxGl L== 、
すべての要素の和が 
glxlyGll nmnm === '''  
となるように、行列Gのすべての要素を推計す
る統計的方法の１つに比例反復法（Iterative 
Scaling Procedire: ISP）がある。 
正の実数を要素として持つ任意の m×n 行列
を )(kG とする。 L,2,1,0=k である。比例反復法
は初期値を )0(G として、 nk L1= に対して、 
(2-20)  )()'( 1)22()22()12( xDGlDGG km
kk −−−− =  




り GG k →)( となり、一意的に収束する。 
  アジア経済研究所では初期値の )0(G を詳細
分類にもとづいて均等配分した推計値を利用し、
周辺和を取引額の構成比として配分ウエイトを









  配分ウエイト推計の具体例として4桁レベル 
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表５  詳細分類コードおよび4桁レベル分類コードにもとづく対応関係の商品グループ 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 




300  1 4a   3218     32321   2   2   1   1   
300  1 4a   3218     32322   2   1   1   2 
300  1 4a   51328    32321   1   2   2   1 
384  1 3    51311    52211   1   3   1   1  
384  1 3    51312    52211   1   3   2   1 
384  1 3    51313    52211   1   3   3   1 
385  1 1    51324    52212   1   1   1   1 
386  1 1    51321    52213   1   1   1   1 
387  1 1    51322    52214   1   1   1   1 
388  1 1    51323    52215   1   1   1   1 
389  1 1    51325    52216   1   1   1   1 
390  1 1    51326    52217   1   1   1   1 
391  1 1    51327    52218   1   1   1   1 
 
（２） 4 桁レベル分類コードにの対応関係 
 
212  1 4a   3232     3218    2   1   1   1 
212  1 4a   3232     5132    2   2   1   3 
212  1 4a   3232     5131    2   1   2   2 










局発行のStandard International Trade Classifica-
tion, Revision 2 から得ることができる。この対
応関係コード表は 1,309 個の SITC-R1 の個別分

















類に対応する個別分類コード、 1f は SITC-R1
がSITC-R2へ対応する分類コードの個数、 2f は
SITC-R2がSITC-R1へ対応する分類コードの個









わせて調整した新 AID-XT（Ajiken Indicator of 





















1962       457 
1963       440 
1964       327 
1965       969 
1966      1753 
1967      1507 
1968      2050 
1969      2945 
1970      3923 
1971      8417 
1972     12112 
1973     20404 
1974     34532 
1975     58575 
(5131) 
1964        84 
(51311) 
1962         5 
1963        19 
1965        13 
1966       167 
1967        26 
1968        14 
1969        16 
1970        25 
1971        47 
1972        19 
1973        36 
1974       133 
1975        57 
(51312) 
1962         6 
1963         9 
1965         9 
1966        16 
1967        15 
1968       115 
1969       132 
1970        90 
1971        60 
1972        47 
1973        80 
1974       112 
1975       126 
(51313) 
1962        25 
1963        58 
1965        92 
1966       216 
1967       279 
1968       281 
1969       244 
1970       336 
1971       447 
1972       492 
1973      1345 
1974      2491 
1975      1769 
(5132) 
1964      6224 
(51321) 
1965       112 
1966        35 
1967        62 
1968        21 
1969        12 
1970        28 
1971        77 
1972        77 
1973        31 
1974        14 
1975       285 
(51322) 
1962      2698 
1963      3248 
1965      3292 
1966      4860 
1967      4888 
1968      6811 
1969      8426 
1970     11947 
1971     17845 
1972     24536 
1973     24506 
1974     27742 
1975     25743 
(51323) 
1962        11 
1963         5 
1965        14 
1966        38 
1967        30 
1968       734 
1969       106 
1970        86 
1971        66 
1972        70 
1973        83 
1974        48 
1975       108 
(52324) 
1965      1111 
1966      1948 
1967      1755 
1968      2516 
1969      4642 
1970      7179 
1971      6558 
1972     10708 
1973     16170 
1974     17902 
1975     13402 
(51325) 
1962        10 
1963        91 
1965      1568 
1966       588 
1967       453 
1968       287 
1969       576 
1970       181 
1971       353 
1972       111 
1973      1088 
1974       326 
1975       497 
(51326) 
1965        60 
1966        22 
1967        58 
1968        15 
1969        34 
1970       109 
1971        84 
1972       168 
1973       266 
1974       217 
1975       372 
(51327) 
1962       871 
1963      1482 
1965      2761 
1966      2867 
1967      3499 
1968      4265 
1969      4204 
1970      4500 
1971      6449 
1972      7930 
1973      7121 
1974     10244 
1975     15627 
(51328) 
1966         2 
1967         1 





1976     40998 
1977     42016 
1978     72300 
1979    171750 
1980    229086 
1981    212336 
1982    166794 
1983    180840 
1984    207630 
1985    196709 
1986    205271 
1987    229460 
(32322) 
1984        18 
1986         2 
(52211) 
1976      1472 
1977      2110 
1978      3466 
1979      3199 
1980      3356 
1981      7511 
1982      6912 
1983      8126 
1984      5993 
1985      5015 
1986      3636 
1987      5351 
(52212) 
1976     18095 
1977     17940 
1978     15817 
1979     20310 
1980     26153 
1981     28855 
1982     28592 
1983     33835 
1984     37216 
1985     41989 
1986     43847 
1987     62319 
(52213) 
1976       163 
1977        32 
1978        67 
1979        28 
1980        48 
1981        21 
1982        33 
1983       215 
1984       108 
1985       326 
1986       143 
1987        37 
(52214) 
1976     25856 
1977     24305 
1978     28961 
1979     37132 
1980     60975 
1981     73158 
1982     70327 
1983     74876 
1984     58926 
1985     78625 
1986     84194 
1987     95798 
(52215) 
1976       153 
1977       227 
1978       145 
1979        96 
1980       207 
1981       126 
1982       148 
1983       248 
1984       255 
1985       379 
1986      1287 
1987      1900 
(52216) 
1976       166 
1977       347 
1978       843 
1979      4039 
1980      3438 
1981      2787 
1982      2582 
1983       339 
1984       672 
1985      2540 
1986      1571 
1987      1317 
(52217) 
1976       301 
1977       890 
1978      1941 
1979      2786 
1980      3195 
1981      4516 
1982      1464 
1983      1131 
1984       844 
1985       828 
1986       835 
1987      2083 
(52218) 
1976     16755 
1977     19605 
1978     30677 
1979     29658 
1980     23857 
1981     26106 
1982     21177 
1983     24342 
1984     17311 
1985     11489 
1986     14822 





表７  4桁レベル分類コードにもとづく商品グループ212における配分ウエイトの構造 
 
SITC-R2 
SITC-R1 3232  (1) 5211  (2) 3232  (1) 5211  (2) 
3218  (1) 
5131  (2) 
5132  (3) 
11ω  
   0 
31ω  
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     1 
    0 



























































































lWa g  
となる。詳細分類コードから4桁レベル分類コ 
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  y 
 
 
3218  ( 1y ) 
SITC-R1 
 
5131  ( 2y ) 
 
 
5132  ( 3y ) 
SITC-R2 
 
3232  ( 1x ) 
 
 



























  0.1119275  
  0.0822123  
  0.0492841  
  0.0968903  
  0.1401055  
  0.1198600  
  0.1198200  
  0.1380232  
  0.1381144  
  0.2083261  
  0.2152479  
  0.2868551  
  0.3682942  
  0.5025266  
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コードから構成されている。輸出額比率は SITC-R1 については 3218、5131、5132 に対応する取引額の構成比




表９  各種推計方法による4桁レベル分類コードの商品グループ212の配分ウエイト推計値 
 
配分ウエイト 






















  0.50000 
  0.30000 
  0.02231 
  0.05032 
  0.04762 
  0.04049 

































































































































































の k を 1 とした年のデータである 31 yy L や平
均である 1≠k の 31 yy L のみにより計算でき 
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図１ 4桁レベル分類コードによる商品グループ212の日本の輸出額比率          （単位：%） 
 






















表10  期間の違いによる同一パターンの配分ウエイトの推計値の変化 
 
配分ウエイト 








































































かし、（3-2）式において 31 yy L あるいは


















推計の対象となる。表 7 から推計されるω は
（2-12）式から、 
))'(')0()'0((' 32312211 ωωωωω =  
















































































ウエイトの 10 ≤≤ ijω となる条件も考慮した推
計方法である。 
 










ンの方法と同じように年のデータ 21 , xx と







表11  期間の違いによる比例反復法の配分ウエイトの推計値の変化 
 
配分ウエイト 


































  0.03815 
  0.03626 
  0.03669 
  0.03719 
  0.03780 
0.03958 
0.04229 
  0.04552 
  0.04353 
















表12  商品分類の対応関係における配分ウエイトの推計方法の分類 
 
     配分構造 
取引額 配分構造なし 配分構造あり 































































































（注１）m×n行列 )( ijW ω= に対して、n×m行列
)( ijaA = が存在するとき、 '/)( AWAWtr =∂∂ 、























であり、 jiij aAWtr =∂∂ ω/)( となるので、























であり、 jiij aAWtr =∂∂ ω/)( となるので、
'/)( AWWAtr =∂∂ となる。 
（注２）n次のベクトル )'( 1 inii ωωω L= に対して、
m×n行列の )( 1 nW ωω L= とn×n行列のAが存在




































































































































































































































































































のである。旧 AID-XT 基礎データの SITC-R1 は
1972-1977、SITC-R2は1978-19787となっており、新
AID-XTとは異なることに注意すること。 
（注５）n次のベクトル )'( 1 nλλλ L= とm×n行列



























と表わされるのでスカラーである。 λWlm ' を ijω で




















































（Ajiken Indicators of Developing economies: eXtended 
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for Trade statistics）であり、旧版と新版が存在する。

















わせは基本的にはタイプ 1 からタイプ 4 までの 4 つ
に分割することができる。分類 A から分類 B への方
向をもった対応関係を考えるとき、タイプ1は分類A
と分類 B における個別分類コードの結合の関係が 1
対 1 の対応関係である。タイプ 2 はそれが 1 対多の
対応関係である状態をいい、複数個ある分類 B の個
別分類コードが 1 本づつの結合の手を持つのに対し
て、分類A は 1 個の個別コードが分類B の個別コー
ドに対応する本数の結合の手をもつ対応関係の集ま
りである。タイプ 3 は多対 1 の対応関係であり、タ
イプ 2 とは逆に複数個ある分類 A の個別コードが 1
本づつの結合の手を持つのに対して、分類 B の 1 個
の個別コードは分類 A の個別コードに対応する個数
の結合の手を持つ。タイプ 4 は多対多の対応関係を















［１］黒子正人「貿易商品分類 SITC から IO24 部門
分類への変換－変換エラーデータの処理－」（野田
容助編『改訂版世界貿易マトリクス－国際産業連関
表 24 部門分類にもとづいて－』 統計資料シリーズ




































エイトの推計―SITC-R1 系列の 3 桁レベル分類コー
ド作成に向けて―」（野田容助編『貿易指数の作成と
応用―東アジア諸国・地域を中心として―』統計資
料リーズ（SDS）No.87 アジア経済研究所 2003） 
 
